
東
北
観
光
の
復
興
は
道
半
ば

　

東
北
観
光
推
進
機
構
は
、
２
０
０
７
年
に
観
光
産

業
振
興
と
東
北
経
済
発
展
へ
の
寄
与
を
目
的
に
東
北

６
県
と
新
潟
県
の
官
民
の
関
係
団
体
で
設
立
し
、
東

北
観
光
の
認
知
度
向
上
と
国
内
・
海
外
の
観
光
客
誘

致
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

２
０
２
１
年
３
月
11
日
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
を
迎
え
た
。
震
災
の
発
生
に
よ
り
東
北
観
光
は
大

き
な
打
撃
を
受
け
、
東
北
６
県
の
外
国
人
延
べ
宿
泊

者
数
が
震
災
前
の
水
準（
２
０
１
０
年
50
万
人
泊
）に

回
復
す
る
ま
で
５
年
を
要
し
た（
２
０
１
５
年
52
万

人
泊
）。
東
北
観
光
復
興
元
年
と
位
置
付
け
ら
れ
た

２
０
１
６
年
以
降
、
東
北
観
光
復
興
対
策
交
付
金
を

は
じ
め
と
す
る
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
積

み
重
ね
に
よ
り
「
２
０
２
０
年
東
北
６
県
外
国
人
延

べ
宿
泊
者
数
１
５
０
万
人
泊
」
と
い
う
政
府
目
標
を

１
年
前
倒
し
で
達
成
し
、
２
０
１
９
年
に
１
６
８
万

人
泊
を
記
録
し
た
。
一
方
、
外
国
人
宿
泊
者
数
が
増

加
し
た
と
は
い
え
、
２
０
１
９
年
の
東
北
６
県
の
全

国
シ
ェ
ア
は
１
・
７
％
と
、
震
災
前（
２
０
１
０
年

１
・
９
％
）の
水
準
ま
で
回
復
し
て
お
ら
ず
、
全
国

的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
急
増
の
流
れ
か
ら
は
遅
れ
、
東

北
観
光
の
復
興
は
道
半
ば
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
間
、
東
北
の
官
民
ト
ッ
プ
が
一
体
と
な
っ
て

重
点
市
場
を
訪
問
す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
動
画
を

活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
、
オ
ー
ル

東
北
で
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
た
。
動
画
を
活

用
し
た
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
旅
行
先

と
し
て
の
認
知
度
向
上
お
よ
び
風
評
払
拭
を
図
る
た

め
、東
北
の
美
し
い
四
季
動
画
を
制
作
し
、YouT

ube

で
公
開
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
累
計
再
生
回
数
は
７
０

０
０
万
回
を
記
録
し
、
震
災
後
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

＝
東
日
本
大
震
災
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
軽
減
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

　

２
０
１
９
年
に
は
欧
米
の
有
力
メ
デ
ィ
ア
「
ロ
ン

リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
や
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
」
で
世
界
の
訪
問
先
と
し
て
選
出
さ
れ
、

「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」
が
観
光
地
と
し
て
世
界
か
ら
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　

震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
伸
長

の
流
れ
を
受
け
、
２
０
２
０
年
は
復
興
五
輪
と
さ
れ

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

に
、
東
北
観
光
の
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
す
べ
く
準

備
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
発
生
と
な
り
、
２
０
２
０
年
の
外
国
人
宿
泊

者
数
は
40
万
人
泊
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
日
本
人
の
宿

泊
者
数
も
大
き
く
落
ち
込
み
、
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ 

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
一
時
的
に
回
復
し
た
も
の
の
、

そ
の
後
の
感
染
再
拡
大
に
よ
り
、
東
北
観
光
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
は
、
ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
と
い
わ
れ
る
新
た
な
常
態
を
生
み
出
し
、

旅
行
者
の
旅
の
嗜
好
や
旅
行
形
態
も
大
き
く
変
化
し

た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
い
う
新
し
い
旅
行
の
考
え
方
も
生
ま
れ
、

全
国
的
な
誘
客
だ
け
で
な
く
県
内
流
動
並
び
に
域
内

流
動
の
重
要
性
も
見
直
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
落
ち
込
ん
だ
東
北
・
新
潟
域

内
の
観
光
需
要
の
早
期
回
復
に
向
け
て
２
０
２
０
年

７
月
か
ら
実
施
し
た｢

東
北
・
新
潟
応
援
！
絆
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
～
旅
を
楽
し
も
う
～｣

で
は
、
最
初
は
東

北
・
新
潟
域
内
の
流
動
活
性
化
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

９
月
に
は
７
県
知
事
お
よ
び
２
市
長（
仙
台
市
・
新

広
域
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な
東
北
観
光
の
実
現
に
向
け
て

東
北
観
光
推
進
機
構
専
務
理
事

東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
事
務
局
長

紺こんの
野
純じゅん

い
ち一
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特集 地方の経済・社会の活性化

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
東
北
Ｄ
Ｃ
）は
、

東
北
観
光
復
興
の
足
掛
か
り
で
あ
り
、
持
続
可
能
な

東
北
観
光
実
現
の
た
め
の
試
金
石
と
捉
え
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｃ
自
体
は
、
１
９
７
８
年
か
ら
続
く
Ｊ
Ｒ
グ
ル

ー
プ
と
地
域（
自
治
体
、
観
光
関
係
者
、
住
民
等
）が

協
働
で
取
り
組
む
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
が
、

６
県
で
６
カ
月
間
と
い
う
の
は
初
と
な
る
規
模
お
よ

び
期
間
で
あ
る
。
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
に
開
催
さ

れ
る
東
北
Ｄ
Ｃ
で
は
、「
巡
る
た
び
、
出
会
う
旅
。

東
北
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
６
つ
の
旅
の
テ
ー

マ（
復
興
・
花
・
歴
史
文
化
・
絶
景
・
食
・
温
泉
）で

東
北
６
県
の
力
を
掛
け
合
わ
せ
て
東
北
の
大
き
な
力

に
し
、
東
北
の
魅
力
を
国
内
外
へ
発
信
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
東
北
観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

東
北
６
県
を
周
遊
し
な
が
ら
収
集
す
る
デ
ジ
タ
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
テ
ー
マ
別
や
特
別
企
画
で
掘
り

起
こ
し
た
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
、
こ
の
東
北
Ｄ

Ｃ
で
培
わ
れ
た
東
北
６
県
が
一
体
と
な
っ
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
推
進
す
る
体
制
、
幅
広
い
組
織
・
企
業
と

の
連
携
や
「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
仕
組
み
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
東
北

へ
の
観
光
誘
客
お
よ
び
東
北
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

レ
ガ
シ
ー
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

東
北
Ｄ
Ｃ
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承
し
、
広
域
連
携
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
、
将
来
に
わ
た

っ
て
国
内
外
の
交
流
人
口
だ
け
で
な
く
、
関
係
人
口

も
含
め
た
東
北
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
サ
イ
ク

ル
を
生
み
出
し
、
持
続
可
能
な
東
北
観
光
の
実
現
に

近
づ
く
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

東
北
Ｄ
Ｃ
は
９
月
30
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
た
め
、

ぜ
ひ
、
旅
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
奥
深
さ
を
感
じ
る
東

北
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ン
ド
づ
く
り
に
向
け
た
準
備
を
始
め
て
い
る
。

　

日
本
の
人
口
は
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
局

面
に
突
入
し
て
い
る
が
、
東
北
は
人
口
減
少
が
全
国

を
上
回
る
速
さ
で
進
ん
で
い
く
た
め
、
他
エ
リ
ア
よ

り
も
先
行
し
て
、
担
い
手
不
足
、
さ
ら
に
は
税
収
の

減
少
や
地
方
公
共
交
通
の
縮
小
等
、
単
県
で
は
解
決

出
来
な
い
課
題
に
直
面
し
て
い
く
。
地
域
経
済
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
業
種
の
裾
野
が
広
い
観
光

産
業
を
東
北
の
基
幹
産
業
と
し
て
成
長
さ
せ
交
流
人

口
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
広
域
連
携
の
重
要
性
が
さ
ら
に
増
し
て
く
る
。

東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進

　

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
東
北
デ

潟
市
）と
共
同
で
「
東
北
・
新
潟
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
発
出
し
、
域
内
の
住
民
に
東
北
・
新
潟
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
旅
を
呼
び
掛
け
た
。
ま
た
、
教
育
旅
行

で
は
、
密
を
回
避
し
、
修
学
旅
行
先
を
都
市
部
か
ら

東
北
へ
変
更
す
る
等
、
東
北
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

再
評
価
す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
の
創
出
と 

東
北
観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　

東
北
に
は
四
季
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
と
縄

文
時
代
か
ら
続
く
そ
の
土
地
ご
と
に
根
付
い
た
文
化

や
生
活
が
あ
る
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ひ
と
つ
の
新

た
な
旅
行
形
態
と
な
る
が
、
旅
行
形
態
が
変
化
し
て

い
く
中
、
東
北
の
自
然
や
文
化
を
活
用
し
、
長
期
滞

在
と
旅
行
需
要
の
平
準
化
を
促
進
す
る
旅
行
単
価
の

高
い
新
し
い
旅
の
ス
タ

イ
ル
を
創
出
し
、
東
北

の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し

て
い
く
こ
と
が
今
後
重

要
と
な
っ
て
く
る
と
考

え
て
お
り
、
そ
の
ブ
ラ

（単位：万人泊）

※ 従業員数10名以上の施設の数値

2020年東北６県150万人泊の目標を前倒しで達成！
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図表２　東北６県の外国人延べ宿泊者数推移

出所：観光庁 宿泊旅行統計調査

□基本形（日本語）

図表１　�東北デスティネーションキャン
ペーンロゴ・キャッチコピー

図表３　東北の四季動画
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